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　ヒヤシンス（助αo”肋80ブ加励olZづ∫L．）には多くの

園芸品種があるが，それらは品種によって染色体数が異

なり，すでに2n＝16，17，18，19，20．2122，23，24，25，

26，27，28，29，30，および31などの品種が報告されて

いる（Carruthers1921　delMlo11921．1925　Be111ng

1924．1925　1927　Dar1mgton1926．1929．1962　Stow

1930．lMatsuura　and　Suto1935．Upcott193τ　Sato

1942　Dar1mgton　and　lMather1944　Dar1mgton，

Ha1r　and　Hurcombe1951　Yosh1da1967．1970．1971

等）．これらのうち2n＝16のものが正常の二倍性2n

＝24は正常の三倍性　他はそれらの異数性と考えられ

る．筆者は既にさきの第1一皿報（Yosh1da1969．

1970．1971）でヒヤシンスの二倍性5品種，三倍性10品

種の核型を報告したが，本報告では更に2n＝25－28

の異数性すなわち高三倍性と考えられる5品種の核型分

析を行ない，それら異数性品種の核学的特性を明らかに

したので，ここに報告する．

　　　　　　　　材料および方法

　本研究に用いたヒヤソノスの5品種はOstara　Mad．

Banchrope，Pear1，L’ImocenceおよびJohamaで，

染色体の観察ならびに核型分析の方法はさきの第1報1）

（吉田1967）と同様である．

　　　　　　　　観　察　結　果

　1）Os佃ra　　2n＝25

　本品種の染色体数は，さきにHurcombe（Dar1mg－

ton，Ha1r　and　Hurcombe1951）が根端で2n＝25と

算定している．筆者の観察結果もこれと一致する　（第

1，6図）．本品種の染色体の長さは最長のものは24．

7μ，最短のものが5．8μである（第1表）．

　すでに知られている如く，ヒヤシンスの染色体基本数

は”＝8であるから，本品種はその三倍性に当る24本

※　栽培環境学研究室

に1個余分の染色体が加わって25本となっている高三倍

性と考えられる．すなわち第1表に示すごとく，本品種

の25本の染色体は，それらの長さおよび形の異同から筆

者がさきに報告したヒヤシンスの正常三倍性品種の場合

と同様第1－8の8組に分けられる．本吊種の余分に付

加されている1本の染色体は一次狭窄をsubmed1anに

もち，その形および長さから，これは第6組の染色体と

形態的に一致する．従って本品種の染色体は8組のうち

7組は3本ずつだが第6組が4本で他に比べて1本多
い．

　なお筆者がすでに明らかにしている如く（1967），ヒ

ヤシンスの基本核型は二倍性の1品種Gertrudeに見

られる2n；16＝8V＋8J，即ち”＝8＝4V＋4Jと
考えられている．これは第1－4組の染色体が一次狭窄

がmed1anにあってV型，第5－8組がsubtermma1
にあってJ型である．従って三倍性の基本的と考えられ

る核型は，これが3つ集まった2n＝24＝12V＋12Jと

なる．ところが本品種の場合は本来一次狭窄がmedian

にあるべき第3組申の2本（7，8）と第4組申の1本

（12）がわずかだがsubmed1anに変わり，他方本来

subter皿ma1であるべき第7組申の1本（20）がわず

かにsubmed1anに変わっていて，そのためそれらの3

組は不等対になっている（第1表）．

　以上の核型分析の結果が示す如く，本品種は第6組に

属するsubterm1na1に一次狭窄をもつJ型染色体を1

本余分に持つ高三倍性である．

　2）　工伍a沮　Banchrope　　　2n；26

　本品種の染色体についての報告はまだなかったが，筆

者は根端で2n＝26を算定した（第2，7図）．すなわ

ち本品種はヒヤシンスの正常の三倍性（2n＝24）に比

べて2本余分の染色体を持った高三倍性と考えられる．

なお本品種26本の染色体申，最長のものは20．9μ，最短

は4．7μである（第2表）．

　本品種の核型は形態的にほぼ等しい3本ずつが組をな
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すもの6組，1本余分の染色体が加わって4本ずつか

らなるもの2組（第2，3組）に分けられる（第7図，第2

表）．すなわち付加されている2本の染色体のうち1本

は第2組の一次狭窄をmedianに持ち，他は第3組の

submedianに持つものであって，共にV型の染色体で

ある．

　なお，前品種Ostaraでは付加染色体は1本で，それ

は第6組に属したのに対し，本品種の付加染色体は2本

で，それらは第2と第3組に属している．このように，

ヒヤシンスの高三倍性の品種では，品種の異なることに

よって付加される染色体の数と種類にも相違があること

が認められる．

　また本品種では基本的核型とは若干異って，本来一次

狭窄をsubtermma1に持つべき第7と第8組において

前者では3本のうち1本（21），後者では3本のうち2

Tab1e1Measurements　of　the　somat1c
chromosomes　in　H．or｛θ械αZ｛∫L．Cu1tivated

Yar1ety　Ostara　　　　2n＝25

本（24，25）の染色体がsubmedian型に変わっている

（第2表，第7図）．

　3）　Pear1　　　2n　：26

　本品種の染色体についての報告はまだない．筆者が根

端で2n＝26を観察した（第3，8図）．そのうち最長

の染色体は26．7μ，最短は5．6μである（第3表）．本

品種もまた，先のMad　Banchrope（2n＝26）と同様

2本の付加染色体を持つ高三倍性である，すなわち本品

種の2本の余分の染色体は1本は一次狭窄がmedian

にあって，且つ二次狭窄のある第1組染色体で，他の1

本も一次狭窄がmed1anにある第2組の染色体で，共

にV型である．したがって，本品種と前品種Mad．

Banchropeの付加染色体は数に於ては共に2本で等し

いが，その種類が一部異なり，すなわち1本は第2組

Tab1e2Measurements　of　the　somatlc
chromosomes　m　H　o〃刎肋1z5L　C．var．

Mad　Banchrope　　　　2n＝26

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormChromosome　Length　m（μ）　　　　　　Constr1ct1on
　　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormChromosome　Length　in（μ）　　　　　　Constr1ct1on
　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

1　　　　8．9＋6．2：5，3　20，4　56．4　　　　M

2　　　　9．8＋4．2：5，8　19，8　50．5　　　　M

310．7＋3．8：5，119，645．4M

1　　　　9．8＋4．2：5，1　19，1　48，7

2　　　　8．9＋3．6：5，8　18，2　51，6

3　　　　8．O＋4．O：5，6　17，6　54．5

M
M
M

413．3＋11，324，745．7M
5　　　　11．8＋11，8　　　　　23，6　50．O　　　　M

6　　　　12．O＋11，3　　　　　　23，3　　48．5　　　　　M

410．4＋10，4　20，949．8
5　　　　10．4＋　9，6　　　　　　20，0　　48，0

6　　　9．3＋9，3　　　　18，7　49，7
7　　　　　9．3＋　9，3　　　　　　18，7　　49．7

M
M
M
M

7　　　12．4＋10，0　　　　22，4　44．6　　SM

8　　　12．2＋9，8　　　　22，0　44．7　　　SM

911．8＋10，422，246．8M
10　　　　9．8＋9，8　　　　　19，6　50．O　　　　M

11　　　　9．8＋9，8　　　　　19，6　50．O　　　　M

12　　　10．O＋7，7　　　　17，7　43．5　　SM

810．0＋8．0
910．O＋7．6

10　　　　10．O＋　7．6

11　　　　10．2＋　6．7

18，0　44．4　　SM
17，6　43．2　　　SM

17，6　43．2　　SM
16，9　39．6　　SN征

13　　　8．9＋2．9
14　　　　　8．9＋　2．7

15　　　　8．9＋2．4

11，824．6　　ST
11，623．3　　ST
11，321．2　　ST一

12　　　　8．9＋8，9　　　　　17，8　50．0

13　　　　8．2＋7，8　　　　　16，0　48．8

14　　　　　8．0＋　7，6　　　　　　15，6　　48．7

M
M
M

16

17

18

19

8．2＋2，7　　　10，924．8　　ST

8．2＋2，4　　　10，722．4　　ST
7．8＋2，7　　　10，525．7　　ST

7．3＋2，7　　　10，026．7　　ST

15

16

17

8．0＋2，2　　　10，221．6　　ST
7．3＋2．2　　　9，622．9　　ST
7．1＋2．2　　　9，323．7　　ST

18　　6．2＋2．7　　　8，930．3　　ST
19　　6．4＋2．2　　　8，725．3　　ST
20　　6．O＋2．2　　　8，226．8　　ST

20

21

22

3．8＋2．9　　　6，743．3　SM
4．9＋1．6　　　6，524．6　　ST

5．1＋1．3　　　6，420．3　　ST

21　　3．8＋2．4　　　6，238．7　SM
22　　4．2＋1．3　　　5，623．2　　ST
23　　4．2＋1．3　　　5，623．2　　ST

23

24

25

5．1＋1．3　　　6，420．3　　ST
4．2＋2．0　　　6，232．3　　ST

4．O＋1．8　　　5，831．O　　ST

24

25

26

3．3＋1．8　　　5，135．3　SM
3．3＋1．8　　　　　5，1　35．3　　SN征

3．6＋1．1　　　4，723．4　　ST

十＝Position　of　the　first　constrictions．

＝Position　of　the　second　constrictions．

M＝med1an45％一，　　　　　　　SM二submedlan34－44，
ST＝subtermma113－33，　　　　　T＝term1na112一
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F1gs1－5Photom1crographs　of　the　sonat1c　Chromosomes　of耳畑α〃τ肋50閉肋αZz∫L

　　　　　2n＝25　＿28．　　　　　×900

　　1　0stara　2n＝25　　2　Mad　Banchrope　2n＝26　　3　Pear1　2n＝26
4　L’1nnocence　2n＝27 5　Johanna

で両品種に共通だが，他の1本が本品種では第1組であ

るのに対し前品種では第3組の染色体である．

　また本品種の核型では8組申著しく多くの組の申の染

色体に形態的分化が見られる．すなわち本来一次狭窄を

medianに持つ第1組で1本（1），第3組で2本（9，

10），第4組で1本（12）がsubmedian型に変わって

おり，他方本来一次狭窄をsubtermma1にもつ第7組

で1本（21），第8組で1本（26）がsubmedian型に変

わっている．

　4）　lI二’’I皿皿06e皿ce　　　2n＝27

　本品種の染色体は，さきにDar1mgton　and　Ha1r

（1951）が根端で2n＝27と算定しているが，筆者もこ

2n＝28

れを確認した（第5，9図）．本品種の染色体の長さは，

最長のものが25．8μ，最短が6．Oμある（第4表）．

　本品種は核型分析の結果から，3本の余分の染色体を

もつ高三倍性であることが明らかになった（第9図，第4

表）．すなわち本品種の染色体の8組申第1，3，4の3

組に1本ずつ余分の染色体があって，合計3本のV型染

色体が付加されていることがわかる．尚本品種のこれら

余分の3本の染色体のうち第1組に属する1本は前品種

のPear1，第3組の1本はMad　Banchropeの場合と

等しいが，第4組に属するものは本品種がはじめてであ

る．

　本品種では本来一次狭窄をmedianに持つ第4組で

n060501.pdf
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1本の染色体（12）がsub皿ed1anに変わっており，本

来medianに一次狭窄をもつべき第3組は4本とも
submedianに変わっている．

　5）　Joha皿皿a　　　2n＝28

　本品種の染色体についての報告は未だない．筆者は根

端で2n＝28を算定した（第4，10図）．本品種の染色

体の長さは，最長26．7μ，最短5．3μである（第5表）．

　本品種の染色体28本は形態的に3本ずつが組をなす4

組（第4，5，6，7組）と，それらより1本多い4本が組

をなす4組（第1，2，3，8組）からなる．従って本品種

は4本の付加染色体をもつ高三倍性である．この4本の

付加染色体のうち第1，2，3組の3本はV型染色体であ

るが，第8組の1本はJ型である．本品種は本報告のヒ

ヤシンスの高三倍性5品種のうちで最も多数の付加染色

体を持つ品種であるが，これら4本の付加染色体のう

ち第1組の場合はPear1，L’Innocenceに，第2組は

Tab1e3Measurements　of　the　somat1c
chromosomes　in　H．or如肋αZ；∫L．C．var．

Pear1　　　　2n：26

Mad　Banchrope，Pear1に，第3組はMad　Banch－

rope，L’Imocenceに，すでに見られているが，J型の

第8組は本品種がはじめてである．

　尚本品種では本釆一次狭窄をmedianに持つ第3組

で2本の染色体（9，10）がsubmed1anになり，本来

subtermma1である第7，8組で各1本の染色体（22，28）

がsubmedianに変わっている．

考　　　　　察

　本研究で明らかにされたヒヤシンスの高三倍性5品種

では，付加された染色体の種類と数が品種によって異な

っている．すなわちOstara（2n：25）では付加染色体

が1本でそれは第6組に属するJ型染色体であり，

Mad　Banchrope（2n＝26）では2本で，それは第2，

3組のV型，pear1（2n：26）の2本は第1，2組のV

Tab1e4Measurements　of　the　somat1c
chromosomes　in　H　or如励α眺L．C．Yar．

L’Innocence　　　　2n＝27

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormChromosome　Length　m（μ）　　　　　　Constr1ct1on
　　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormChromosome　Length　in（μ）　　　　　　Constr1ct1on
　　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

1　　　13．9＋4．4：5，6　23，9　41．8　　SlM

2　　　　10．6＋　4．4：5，6　　20，6　　48．5　　　　　M

3　　　　10．6＋　4．4：5，3　　20，3　47．8　　　　　M

410．0＋3．9：5，619，548．7二Ml

1　　　12．O＋7．1：4，7　23，8　49．6　　　　M

2　　　11．6＋7．1：4，4　23，1　49．8　　　　1M

3　　　11．1＋6．2：5，3　22，6　50．9　　　　M

4　　　12．4＋5．3：4，9　22，6　45．1　　　　M

5　　　　13．3＋13．3

611．1＋11．1
7　　　　11．4＋10．8

811．1＋10．6

26，7　49．8　　　　M

22，250．0M
22，2　　48．6　　　　　　M

21，7　48．8　　　　M

512．9＋12，925，850．0M
6　　　　　12．9＋12，0　　　　　　24，9　　48．2　　　　　　M

712．4＋11，123，547．2M

9　　　11．7＋8，9　　　　20，6　43．2　　SM

10　　　11．7＋8，3　　　　20，0　41．5　　SN征

11　　　　10．8＋　8，9　　　　　　19，7　　45．2　　　　　M

814．2＋11．1
9　　　　14．4＋　9．3

10　　　13．8＋9．8

11　　　13．3＋9．8

25，3　43．9　　SM
23，7　39．2　　SN征

23，6　41．5　　SM
23，1　42．4　　　SN征

12　　　11．1＋8，3　　　　19，4　42．8　　　SM

13　　　　9．7＋8，3　　　　　18，1　45．9　　　　M

148．9＋7，816，746．7M

12　　　11．6＋9．3

13　　　　11．6＋10．4

14　　　　10．4＋　9．8

15　　　　9．8＋　9．8

20，9　44．5　　SM
22，0　　47．3　　　　　M

20，2　　48．5　　　　　M

19，6　50．O　　　　M

15

16

17

8．9＋3，1　　　12，025．8　　ST

7．8＋2，8　　　10，626．4　　ST

8．3＋2，2　　　10，620．6　　ST

16　　11．1＋2，9　　　14，020．7　　ST

17　　9．3＋3，1　　　12，425．O　　ST
18　　8．9＋3，1　　　12，025．9　　ST

18

19

20

8．3＋2，2　　　10，620．6　　ST

7．2＋2．2　　　9，423．4　　ST

6．1＋2．5　　　8，629．1　　ST

19

20

21

9．3＋2，4　　　11，720．5　　ST
8．4＋2，9　　　11，325．7　　ST

8．4＋2，7　　　11，124．3　　ST

21

22

23

3．6＋2．5　　　6，141．O　SM
4．4＋1．4　　　5，824．1　　ST
4．4＋O．8　　　5，315．1　　ST

22

23

24

5．3＋1．8　　　7，125．3　　ST
5．6＋1．3　　　6，918．8　　ST

4．9＋1．3　　　6，221．O　　ST

24

25

26

3．9＋1．9　　　5，832．8　　ST

3．9＋1．9　　　5，832．8　　ST
3．6＋1．9　　　　　5，6　33．9　　SN征

25

26

27

4．2＋1．8　　　6，030．O　　ST
4．2＋1．8　　　6，030．O　　ST
4．O＋2．0　　　6，033．3　　ST
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型，L’Innocence（2n＝27）では3本で，第1，3，4組

のいずれもV型，そしてJohama（2n＝28）では付加

染色体が4本あって，そのうち3本が第1，2，3組のV

型で1本が第8組のJ型である．

　すなわちヒヤシンスで新しい園芸品種が分化創生され

るに際しては，ある特定の染色体が余分に付加され異数

性化していることが明らかとなった．すでにヒヤシンス

の園芸品種では2n＝16，17，18，19，20，21，22，23，24，

25，26，27，28，29，30，31等が知られているが，そのう

ち正常二倍性の2n；16，正常三倍性の2n；24以外

はすべて異数性と考えられるので，これらの品種の本性

ならびに起源を知るため今後これら多くの異数性品種の

核型分析を進める必要がある．

　すでに本研究の第I，1皿，皿報（吉田1967．1970，

Tab1e5Measurements　of　the　somat1c
chromosomes　m　H　o閉枕αZτ∫L　C．var．

Johanna　　　　　2n＝28

　　　　　　　　　　　　　Tota1FormChromosome　Length　m（μ）　　　　　　Constr1ct1on
　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

1　　　11．1＋4．4：6，4　21，9　49．3

2　　　11．1＋4．7：5，6　21，4　48．1

3　　　　10．8＋4．7：5，6　21，1　48．8

411．1＋4．2：5，821，147．4

M
M
〕〉［

M
5　　　　13．3＋13，3　　　　　26，7　50．0

612．8＋12，2　25，048．8
7　　　12．2＋12，2　　　　24，4　50．0

8　　　　11．4＋11，4　　　　　22，8　50．O

M
M
M
M

915．0＋11．1
10　　　13．3＋9．4

11　　　　10．8＋10．8

12　　　　10．8＋10．8

26，1　42．5　　　SM

22，8　41．4　　　SM

21，7　49．8　　　　M

21，749．8M
13　　　　10．8＋10，3　　　　　21，1　48．8

14　　　　11．1＋10，0　　　　　　21，1　47．4

15　　　　10．6＋8，9　　　　　19，5　45．6

M
M
M

16　　9．2＋3，1　　　12，325．2　　ST
17　　8．3＋3，1　　　11，427．2　　ST
18　　8．3＋2，8　　　11，125．2　　ST

19　　8．6＋2，2　　　10，820．4　　ST
20　　8．3＋2，2　　　10，621．0　　ST
21　　7．8＋2，5　　　10，324．3　　ST

22　　　4．2＋2．5　　　　　6，7　37．3　　　SM

23　　4．7＋1．9　　　6，728．4　　ST
24　　4．7＋1．7　　　6，426．6　　ST

25　　　5．0＋O．8

26　　　　4．7＋　1．1

27　　　3．9＋1．9

28　　　　3．3＋　1．9

5，813．8　　ST

5，819．O　　ST

5，832．8　　ST

5，335．8　SM

1971）で明らかにした如く，ヒヤシンスの基本的な核型

は二倍性品種の基本的な核型はGertrudeに見られる

2n＝16：8Y＋8Jすなわち”＝8＝4V＋4Jで，三倍

性の基本核型は2n＝24二12V＋12Jと考えられる．し

かし筆者が先に報告した（1970．1971）多くの三倍性品

種では，品種によって特定の組の3本の染色体のうち，

1又は2本が形態的分化又は異質化を起している．本研

究の高三倍性5品種の場合にも同様に品種によってある

特定の組の染色体に若干の形態的分化が見られる．すな

わちOstaraでは第3組の2本と第4，7組の各1本計

4本，Johannaでは第3組の2本と第7，8組の各1本

の計4本，L’ImOcenceでは第4組の1本，Pear1で

は第1，4，7，8組の各1本と第3組の2本の計3本
の染色体である．

　筆者のヒヤシンスの園芸品種の核学的研究の第I一皿

報の二倍性および三倍性ならびに本研究の高三倍性品種

に関する研究の結果が示すごとく，多くのヒヤシンスの

園芸品種の分化又は起源には，品種に依って倍数性化，

特定染色体の付加に依る異数性化，特定染色体の形態的

分化による異質化等が関係していることが明らかとなっ

た．
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摘　　　　　要

1．本研究ではヒヤシンス（助αo｛励肋∫or｛θク吻Zづ5L．）

　　の高三倍性5品種の核学的研究を行なった．そのう

　　ちMadBanchrope（2n＝26），Pear1（2n＝26），

　　Johanna（2n＝28）の3品種の染色体数は初めて

　　明らかにされたものである．

2．研究された5品種の核型は次の如くである：

　　　品種名　　　　核型（付加染色体）

　　Ostara　　　　　　2n＝25＝12V＋12J＋（J）

　　Mad　Banchrope2n＝26＝12V＋12J＋（2V）

　　Pear1　　　　　　　2n＝26＝12V＋12J＋（2V）

　　L’Innocence　　　2n＝27＝12V＋12J＋（3Y）

　　Johanna　　　　　2n＝28＝12V＋12J＋（3V＋J）

3．観察された5品種の染色体の間にはわずかな形態的

　　相違が認められた．
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6-10. Somatic chromosomes five garden varieties in Hyacinthus orientalis L 

2n = 25-28. x I , 260 

6. Ostara 2n = 25 7. Mad. Banchrope 2n = 26 8. Pearl 2n = 26 
9. L'Innocence 2n = 27 10. Johanna 2n = 28 
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Summary 

1
.
 

2
.
 

3
.
 

Karyological studies were made on five hyper-triploid garden varieties of Hyacinthus 

orientalis, of which the chromosome numbers of Mad. Banchrope (2n = 26), Pearl (2n 

= 26) and Johanna (2n = 28) were determined for the first time 

The karyotypes of the five verieties studied can be formulated as follows 

Garden varieties Karyotypes (Additional chrom.) 

Ostara 2n = 25 = 12V+12J+ (J) 

Mad. Banchrope 2n = 26 = 12V+ 12J+ (2V) 
Pearl 2n = 26 = 12V+12J+(2V) 

L'Innocence 2n = 27 = 12V+12J+ (3V) 

Johanna 2n = 28 = 12V+ 12J+ (3V+J) 
Among the five varieties studied was observed a slight morphological variation of 

chromosomes. 


